
平成２7年度全国山岳遭難対策協議会報告 

報告者：遭難対策委員長：阿曽清浩 

日 時   平成２7年７月 2日 

会 場   文部科学省 ３階講堂 

参加者   各都道府県教育委員会の関係者、各都道府県山岳遭難救助組織、各都道府県山岳連盟（協会）高等

学校登山部（山岳部）山岳ガイド、山小屋関係者、エージェントツアー登山関係者、メディア関係者、登

山道具製造業及び小売業者関係者、高等専門学校山岳部及び大学山岳部の関係者、その他山岳団

体関係者。 

内 容    

 （１）開会式10：00～10：15 

（２）報告Ⅰ「平成26年中における山岳遭難の概況」10：15～10：35 

報告者：警察庁生活安全局地域課課長補佐川井伸氏 

・発生件数：2,293件 

・遭難者：2,794人     昭和36年以降で最も高い数値となった。（御嶽山は含まず） 

・発生状況 

 都道府県 発生件数 遭難者総数 死者 行方不明 負傷者 無事救出 

1 長野県 272 301 46 5 148 102 

2 富山県 133 151 18 0 79 54 

3 北海道 120 135 12 1 32 90 

4 静岡県 116 301 46 5 148 102 

5 山梨県 110 127 19 4 61 43 

6 東京都 108 134 5 1 56 72 

7 兵庫県 108 132 10 0 49 73 

8 岐阜県 106 132 23 1 60 48 

9 神奈川県 97 131 7  40 84 

10 群馬県 88 107 9 1 55 42 

11 新潟県 83 92 11 2 44 35 

12 山形県 77 88 14 2 26 46 

13 埼玉県 69 88 9  35 44 

14 三重県 69 87 6 1 31 49 

15 秋田県 67 87 14 4 19 50 

16 滋賀県 66 91 8 1 27 55 

※東北では山形県ワースト１位 

・目的別山岳遭難者 登山→ハイキング→スキー登山→沢登り→岩登りの順 

・山菜採りは５年連続減少 

     ワースト １）北海道52  ２）秋田48 ３）青森41 ４）新潟27 ５）山形21  主に日本海側で多い。 

・年代別 ６０代が744人で他の年代に比べて最も多く、全国遭難者数の２6．6％を占めている。 

       ７０代が５３７人  ５０代が４０２人 

 

 



報告Ⅱ「平成２６年御嶽山噴火災害における消防機関の救助活動概要」10：45～11：10 

報告者：長野市消防局篠ノ井消防署署長補佐 山越 洋氏・田中幸成氏 

   ・時系列→平成２６年９月２７日（土） 11：52分 御嶽山水蒸気噴火 

                           14：52分 長野県内相互応援要請第１要請 

                           19：30分 互応援要請第２要請 

                           20：30分 緊急消防援助隊要請（県知事より） 

                           21：15分 互応援要請第３要請（全県応援） 

木曽広域連合長から長野市長あて要請 

                ９月２８日（日） 活動開始 

                           7：40分 黒沢口捜索登頂開始 自衛隊含む184名 

                           9：15分 王滝口捜索登頂開始 自衛隊含む212名 

                          11：43分 初の発見者、11：55分生存者あり。 

     9/27～10/17 応援隊延べ１,４８３名（長野県全１４消防本部） 他緊急援助隊４,３３２名 

     火山灰の掘り起こしでの捜索は難航した。降雨、降雪等で中止日もあり。 

      犠牲者  ５７名    行方不明者 ６名    負傷者  ６９名 

 

報告Ⅲ「火山登山者向けの情報提供について」13：00～13：15 

     報告者：気象庁地震火山部火山課火山防災情報調整室 火山防災係長 森井敦司氏 

  ・気象庁では専用のＨＰを作成した。「火山登山者向け情報提供ページ」 

   わかりやすい情報であったのか。火山防災に携わる地元の関係機関と連携して具体的な防災対応を実施できた

のか、また情報が確実伝わったのか。 

 ・今後、８月上旬に「火山速報」を新規に運用開始する。 

 

（３）講演Ⅰ「山岳地域における診療体制の現状と問題点」 13：15～14：20 

      報告者：国立大学法人香川大学医学部付属病院手術部 部長 臼杵尚志氏 

   ・全国にある夏山診療所・救護所リスト 

     北アルプス（上高地、蒸岳、涸沢、常念、奥穂高、双六、太郎、蝶ヶ岳、冷池、剱沢、徳沢、西穂高、白馬、槍

ヶ岳、三俣、室堂、雷鳥沢） 

     南アルプス（北岳）  富士山（吉田口八合目、吉田口七合目、富士宮八合目衛生センター）白山（白山室堂） 

   ・診療所が行っていること  ７月中旬～８月末まで （１か所は１１月まで） 

     診療活動・研究活動・教育、啓豪活動 

     １日あたりの患者数：３人 

   ・高山病が多い。（ゆっくり登る） 

   ・山岳診療所の特殊性・・・登山者の場合、経過観察という選択肢は「ない！即座の判断が必要とされる。（夜にな

る。天候が変わる。そのパーティが次の行程に入る） 

   ※即断を求められた時の判断。 

    医師が 「Yes」と言えば・・・一日最低でも数時間の行程に向かう（病気の悪化や天候の急変に出会うかも） 

          「No」と言えば・・・パーティ全員の予定が変わる。高額な救助費用が必要になるかも。 

     医師の判断は過酷な業務とも言える。 



   ・遠隔医療・・・テレビ電話（山形県飛島でもテレビ電話を駆使）看護師・薬剤師が居れば医師の指示で薬を割らす

ことが出来る。・・・・・これはギリギリの行為。 

   ・県境ではどこに連絡すべきか・・・・警察、消防間で連携がある。（そのような話をする連絡協議会があり、話し合う

機会が大事）→県でも違うが山形県は110番が有効。現在地が特定できるので緊急の場合はま

ずはここがベター。 

   ・登山者にもいろいろな方が・・ 

      山に慣れた方）・・本当に慣れている方。慣れているつもりの方。若いころ山岳部で久々の山 

      定年後、登山を始めた）・・どこかの山岳会等に入会して。登山ツアーを利用。 

 

（４）講演Ⅱ「一般登山者の危機管理意識と安全登山技術の向上への普及啓発の方策（登山届システムコンパスの利

用に触れて）」  14：30～15：25 

        （公社）日本山岳ガイド協会 常務理事 武川俊二氏 

     概要）・・山岳ガイド・登山ガイド・自然ｶﾞｲﾄﾞ。 正会員1538人、資格所持者2000人 

          2003年に合併。2004年に資格認定公開試験を開始。 

          年齢推移：04年受験者数 108人、58.1歳。 

                 14年       183人、43.2歳 

                 15年        86人、39.7歳     年２回受験 

          質の問題：３年に１回の講習システム（更新研修） 

          百万人の山と自然、安全のための知識と技術公開講座 2010年より合計で約4.000人が参加。 

             2009年のトムラウシ遭難がキッカケ。今年度、東北では秋田鳥海で開催。 

             その他、「安全登山ハンドブック」を３０万部を配布。国立登山研修所が共催となり、都道府県山

岳連盟、教育委員会、登山指導者関係等に配布している。ガイド、山岳会での研修でも

使用している。 

     ・登山計画（登山届）システムの開発   理解が進んでいる！御嶽山噴火の影響か！ 

       コンパスとは・・・ネット上で登山届が出せる。 （オンラインシステム） 

                  下山届も出せる。  （一体となる） 山に登らない家族が安心していられる！ 

       受ける側のメリット）検索機能があるため、当確者、当確地域の登山届の速やかに確認可能。 

                  手元に登山届を持つ必要が無くなる。 

       提出する側のメリット）パソコン、スマートフォンから簡単に出来る。 

                    提出先は、警察、遭難対策窓口ではなく、愛する人や大切な家族、友人に！ 

                    下山届と連動して登山行動が共有できる。 

                     何かあればそこから警察へ連絡する。 

          ２０１５年５月で１６，０００人が登録。 

      ●コンパスの自治体、県警察と協定・・・・救助活動スピーディーになる。 

        2013年７月 実証実験運用開始（2014年4月まで） 

             ９月 長野県警察本部と協定 

        2014年８月 岐阜県 

            １２月 神奈川県、静岡県 

        2015年４月 山梨県 

             ５月 新潟県       山形？ 



（５）「山岳遭難事故防止のために」提案  承認 

（６）閉会式 16：10～16：20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


